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OFFSHORE 第25号昭和52年5月15日

RACENEWS

●1977レベルレース・スプリングシリーズ

●1977年初島レース

。第2回横浜カップレース

●1977年熊野レース

●1977年第4回春季竹生レース

・諸磯フリート主催相模湾沿岸レース

‘
串
》

鈩韓一

撮影：山田建三レベルレース・スプリングシリーズ

コース，スタート（小網代沖）一ウェザーマーク

（反時計）一初島（反時計)－→フィニッシュ(小網

代湾内)48mile へ

17:00%,%Tonスタート

17:10%Tonスタート

風向，風速はN(15｡)3～4m/sec.

スタート後，約2．5マイルのウェザーマークまでク

ローズ・ホールドでトップ艇が50分程かかり微風のレ

ースが予想され，ゴミッテイーボート上では翌朝7：00

のタイムリミットに何艇フイニッシュするかを心配す

る有様であった。%.%Tonのグループでは新艇MA-

GICIANⅣがトップ，近差で八丈Ⅲと%Tonをおさ

X,%Tonでは竜馬,SERENDIPTY,TRACER,

YUKImの順でウェザーマークを回航，全艇スピンを

掲げ初島に向け夕闇の中に消えていった。

ウェザーマーク，スタートマークを回収後19:00．

ミッテイーボートは一旦シーボニアに接岸，全員で夕

食を済せ，緊急連絡先の電話の翌朝8:00までのロー

テーションを決定し，さてフィニッシュラインを設定

すべく何時にスタンバイするか，若い学生の手伝いが

6名程おり，又我々もまだ若さあふれるつもりで一晩

ぐらいの睡眠不足は何でもないはずだが，春先の振れへ
回るであろう風の中で翌日オリンピックコースを2レー

ース行なうことを考えるといくら若い学生でも出来る

だけ休ませてやりたい気持がつよくアベレージ4ノッ

トで走っても12時間近くかかるはずであり，スタート

時の風から考えれば朝5：00頃フィニッシュラインを

セットすれば十分と考えたが，風まかせのヨットのこ

と万が一を考え，酒井・杉本両レース委員と相談，2

:00にスタンバイすることに決定した。

フィニッシュライン設置後も風はスタート時とほぼ

同じであり早く出て来たことがくやまれたが，コミッ

ティーの宿命であると皆で納得しつつフィニッシュ艇

を侍った。時々沖合いに航海灯が見えレース艇かと思

ったが漁船であったり，クルージング中のヨットであ

ったりまだ寒い3月なのに夜中に随分船が走っている

ものだと感心したり，おどろいたりしたものであった。

1977レベルレース・

スプリングシリーズ
帆走委員長山田敏雄

1977年度NORC最初の公式レースである（沿岸レ

ースを除く）レベルレース・スプリングシリーズが3

月19日～21日までシーボニアをホーム・ポートに開催

された。参加艇は%Ton4艇,%Tonl7艇,%ToI'

15艇の計36艇で，開催時期から考えると整備などの問

題で参加を見合わせた艇が何艇かあるのではないかと

思われた。

しかし75年の1Ton4艇,%Ton4艇,%Tonl4

艇,%Ton22艇計44艇,76年の%Ton7艇,%Ton

21艇,%Ton21艇計49艇から見るとさびしい感が

しないでもなかった。特に%Tonは来年の世界選手権

日本開催が決定しており，又秋には日本代表艇の選考

レースが77年の全日本選手権を兼ねて行なわれること

から,30艇近くのエントリーがあるのではないかと考え

ていたが,15艇にとどまってしまった。これは整備の

問題だけでなく今秋に使用する艇，クルーの問題，78

年の本番で使用する艇の問題等の結論が出ず参加を見

合わせたのではないかと思われる。しかし今秋のセレ

クションで30位以内に残り，日本で始めて開催される

世界選手権で好成績を収める為には，例え今後艇を代

えるにしてもクルーのトレーニングということで，レ

ースに参加し問題点を洗い出し秋まであるいは来年ま

での練習スケジュールを立てると言う意味では，また

とない機会であり%Tonに限ってはもっと数多く参

加して欲しかった。

レーススケジュールは3月19日の開会式艇長会議の

後,17：00スタートで初島レースを行ない,翌20日オリ
ンピックコース2レース,21日オリンピックコースl

レース，パーティー・表彰式が行なわれた。

スタートは%Tonの出艇が10艇未満であった為，

全て%Tonと同一スタートを行なった。個々のレー

ス展開は以下の通りである。

3月19日（土）第1レース初島レース

(2）

■
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4：00近く沖合いに見えた航海灯が真すぐコミッテイ

ーボートに近づいて来，今度こそレース艇だと，皆眠

い目をこすりつつかすかに見えるマストの高さから％

Tonの何であろうかと話しながら，サーチライト，記

録用紙，参考時間の計時，フォグフォーンの準備をし，

視認出来る所まで来た艇のSailにサーチライトを当て

ると，何とこれが途中から伴走した清水栄太郎氏の新

艇2Ton月光V世，そのままラインを横切る同艇にコ

ミッティーボートから声があり“月光V世伴走料10,0

00円いただきまアーす”（これは今だに支払われたと

言う報告は受けていません………。）

夜が明けかかる5時前に沖合いに何艇かの航海灯が

見え,走っているコース,数から見てレース艇に間違い

なくやはり12時間以上かかったと初めの判断に間違い

がなかったことに自己満足をし,本格的なフィニッシュ

の準備にとりかかった。

05.31'%Ton竜飛Ⅲがファーストホーム,34'40"

に%TonSERABIⅢとピーターソンの新艇が2艇フ

イニヅシュ,45'にMAGICIANW,47'50〃にMAUPITI,

49'31"八丈Ⅲと続々 フイニッシュして来た。%Tonのフ

ァーストホームは06．18'50〃にAKATONBO,23'47"

にAIA,続いてsERENDIPTY,YuKIm,cHAcH

Aと10分早くスタートした％・%Tonを8艇もぬきさ

りフイニッシュしてきた。微風のレースに終始した為

%Tonで2艇,%Tonで4艇がタイムリミットに抵触

してしまったのは残念であった。特に%Tonでは今

一歩という艇があり，帆走指示書でタイムリミットを

午前7:00という決め方をしないで大型艇より10分遅

くスタートすることを考えて“スタート後14時間､と

いう決め方をしておけば良かったと考えてしまった。

この問題は今後のレベルレースに於て十分検討する必

要があると思われる。

初島レースに於ては帆走指示書で航跡図の提出が義

務付けられておりその条文は，

二里
帆走指示書B－共通事項

3．レース艇の義務

b.オフショア・レースの場合，艇長はレース終

了後，すみやかに航跡図に必要事項を記入,署名

のうえレース委員会へ提出しなければならない。

となっている。レース委員会としては条文中のミす

みやかミというものを常識的に考えてレース終了後2

時間（抗議書その他失格に代る罰則の報告書等も2

時間）と考えていたがタイムリミット後2時間経過し

た午前9：00になっても%Tonで2艇,%Tonで5艇

が航跡図未提出であった。従来のNORCの島レース

等で出し忘れ，後で本部へ持参して受理された例もあ

ったとの意見もあり20日（日）の11:00のオリンピッ

クコース・レースのスタート時までは受付けることに

決め待機していたが，上記7艇からの提出はなかった。

(3）

20日のレース終了後7艇の艇長をレース本部に招集し

未提出の理由を聞いたところ，その理由は大別して以

下の様なものであった。

①NORCのレースに始めて参加して知らなかった。

②タイムリミット後に帰って来てコミッテイーボ

ートがマークあげ等の作業中で提出出来ず，又オ

リンピックコース・レースの前に提出することは

考えなかったし，それ程重要とは思わなかった。

③オールナイトのレースでクルーの疲労がはげし

く時間的余裕がなかった。

又，各艇長とも帆走指示耆中のミすみやかミの考え

方についてはコミ，シティーの意見に何ら異存はないと

のことであった。その後レース委員会に於て前記の理

由等について種々検討したが，航跡図というものは誰

れも見ていないオフショアレースに於て自分の艇の行

動を証明するものであり，帆走指示書にミすみやか苓

とうたわれている以上，レース終了後12時間以上たっ

てしかもレースコミッティーから呼び出しを受けてか

ら提出するなどというのはレース参加以前の問題であ

り，又同じオールナイトのセーリング後同一条件で提

出した艇のことを考えれば何らかの罰則に値するとの

判断を下し，未提出各艇の順位を20％下げるペナルテ

ィーを課した次第である。7艇中4艇はタイムリミッ

トに抵触した艇であったが,%Tonでは1位と3位，

%Tonでは5位の艇がペナルティーを課せられ，それ

ぞれ4位，6位，8位となってしまったことはそれぞ

れの艇のクルーにとってはもちろん，我々から見ても

非常におしまれることであった。中には過去のことを

考えるときびしすぎるとの意見を持つ方もあると思う

が，一言で言えば今までが間違っていたので，スポー

ツである以上ルールを守るのは当然のことで，ヨット

のルールは,IYRUの競技規則第4章ミヨットが出

会った場合の帆走規定ごだけがルールではなく,第1章

から6章までそして,ORCのレーティングルール，

安全規則，そのレースの実施要項，帆走指示書も絶対

に守らなければならないルールであるということをも

う一度考えなおすいい機会ではなかろうか。

3月20日（日）第2レースオリンピックコース・

レース

風向NNE,風速4～5m/sec.

朝方フィニッシュしたレース艇にとって1l:00のス

タートはハードなスケジュールであったが予定通りス

タート。

%･%Tonはゼネラル・リコール後l1:15にスタート。

このスタートに於て%Ton2艇が1分間ルールに抵触

して失格となってしまった。1艇は35秒前，もう1艇

は15秒前にコースサイドに艇の一部が入ってしまい残

念なことであった。%Tonはl1:25,1回でスタート

それぞれ3.5mile先の第1マークに向かっていった。％

･%Tonでは竜飛Ⅲ'八丈Ⅲ,MAGICIANN,TAC-

HYON,NIMBUS-2の順で,%TonはEBBTIDE.
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ESMERALDA,AIAの順で第一マークを回航。その

後%Ton竜飛Ⅲはあぶなげなくそのまま13.19'00"

フィニッシュ。%TonはMAGICIANⅣがうまく風の振

れをつかみ13.20'03〃フイニッシュ。続いて八丈Ⅲ，

第1レース（初島レース)1位SERABIⅢが第1マ

ークの6位から良く上り3位でフィニッシュ。

%Ton第1マーク4位最終上マーク3位のFAR727

の翻車魚Ⅲが13.38'05〃うまい走りでトップ。続いて

EBBTIDE,AIA,ESMERALDA,CHA.CHAの順

で最終艇AKATONBOが13.50'18〃フイニッシュしレ

ースを終了した。

第3レースオリンピックコース・レース

風が若干Eに振れた為，下マークを移動し15:15ス
タート

風向NE風速3～4m/sec.

%･%Tonは%Tonが%Tonをおさえて良く走り第

1マークでMAGICIANIV,NIMBUS-2,SERABI

Ⅲ，陽焔Ⅱが上位を独占し，5位にやっとMAUPITI

が回航する有様であった。その後MAGICIANⅣとS-

ERABIⅢの2艇でトップ占いが演じられ’回目の下

マークはMAGICIANW,2回目の上マークはSERA-

BIm!最終下マークは再度MAGICIANⅣ。最終マー

クの前で風が大きくEに振れ最終レグは片上りかと思

われたが，その後又風がNに振れ戻り真上りのコース

でSERABIⅢがうまく風を拾い17.42'00トップで，

2位には下マーク3位のNIMBUS-2がフイニッシュ。

微風に於けるピーターソンの艇の走りが注目された。

最後までトップを競っていたMAGICIANⅣはクロー

ズホールで今一歩の走りがなく3位，強風のスカンピ

の名の通りもう少し吹いたらと思わざるを得なかった〈

%Tonは%･%Ton同様，振れ回る微風に各艇共，

苦戦を強いられながら第2レースのトップと同一型F

ARのVIND-TOOが日没後の18.07′フイニツシユ,2

位CHACHA,3位にAKATONBO,以下MISTY,

EBBTIDE,YUKIⅢの順でフィニッシュした。

レースが公式日没後の18:00以降も行なわれ，当然な

こととして航海灯の点灯が義務付けられる訳で大部分

の艇が17:30頃薄暗くなって点灯しているにもかかわ

らず,18:00以降になってもレースを継続している

VIND-TOOと翻車魚Ⅲの2艇が点灯しておらず，こ

れも安全規則の違反として20％のペナルティーを課す

ことに決定した。航海灯の問題は74年秋の第1回レベ

ルレースウイークの20マイル・インショアレースの時

にも公式日没以降，航海灯不点灯の艇が何艇かあり，

この時はIYRU競技規則53条

ミ霧中信号と灯火､「霧中信号および少なくとも

夜間用灯火の携行に関してはヨットは全て海上衝

突防止に関する国際規則又は各国の規定によるも

のとする」

違反ということでレース委員会で審議したが，海上

衝突予防法には罰則規定がなく，何らかの結果が発生

した場合に無灯火の艇は責任を問われるとの精神に立

脚し，無灯火の艇が他艇の航路権を侵害したり又衝突

の事故がないということで不問にした前例があった。

しかし今回はORCの安全規則，航海用具の航海灯

の項目に違反しているとのことで取り上げることに決

定した。

今回の場合初島レースが終ってすぐでバッテリーの

チャージが出来なかったとのことで,%Tonは安全規

則がカテゴリー3である為予備航海灯を携行する必要

はないが，レースに参加する以上はバッテリーが上が

ること，又レースが何時間かかるか分らないこと等を

十分考慮しそれだけの準備は是非行なってレースに参

加して欲しいものです。

2日目第3レース終って

%Tonは竜飛m,1.1．2．でトップ，以下MAUPITI

MARTHA,PLUMERIAⅢの順で，今迄の竜飛Ⅲのへ
走りから考えると竜飛Ⅲの優勝の色が濃くなって来た。－

%Tonは

1位sERABIm1．3.1.で58.125ポイント

2位MAGICIANW2.1.3．で56.25ポイント

3位八丈Ⅲ3．2．6．で50.5ポイント

以下は40.ポイントのSPIRITOFBARON,39.5ポイ

ント陽焔Ⅱと続き上位3艇の優勝占いになって来た。

%Tonは第1レース，第3レースのトップ艇がそれ

ぞれ20％ペナルティーを課せられたこともあって混戦

となり

1位CHACHA5.5.2で41.5ポイント

2位AIA2.3｡10で40ポイント

3位MISTY6.7.4で36ポイント

4位EBBTIDE9.2.5で35.5ポイント

5位YuKIm4．126で32ポイント

5位AKATONBO4.153で32ポイント

の争いとなった。

3月21日第4レースオリンピックコース
へ

風向N風速6～8m/sec.

10:15%.%Tonスタート

10:25%Tonスタート

%TonはMAGICIANⅣが得意の順強風にものを

言わせて第1マークをダントツで回航,しかしSERA-

BIⅢもスタートはあまり良くなかったもののその後

良い走りをし2位で回航。MAGICIANⅣが逆転する

為には自艇がトップで入りSERABIⅢが3位以下に

ならなければならず第1マークのリードから考えてト

ップでフイニッシュすることは出来るとしても，勝負

はSERABIⅢの走りいかんにかかって来,第1マーク

3位回航の陽焔Ⅱ’4位の八丈mの走りが注目された。

2回目の上マークではSERABIⅢが第1マークを先

に回航した%Tonの竜飛ⅢをぬきさるMAGICIANW

にまさるとも劣らない走りをし，そのまま2位でブイ

ニッシュ優勝を決定した。その後MAGICIANⅣが第

(4）
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1977LevelRaceSpringSeries成績表 帆走委員長山田敏雄

総合成績第1レース 第2レース 第3レース 第4レースセール

番号
艇 名 TYPEクラス

得点llll最終得点順位 順位 順位 順位
一
『
４
，

．
ユ
Ｌ
１

日
子

〃
か
１
０

う日占
1守，1,、

占
い

日
守

〃
〃
１
０ 順位

竜飛Ⅲ ①1900-:Ton 1 a375 1 2 17.8754．25 2 1 4．25DOU33A

N320A ②1465 MAUPITI 2 45 3．75 1 4．25 1 12.75２ 4

③1376 MARTHA BW33A 9３ ３ 1 3 ２ 2 ３4〃

1257 pLuMERIAm SEV32A ２ ３ 2 貝貝
リ凸凹 44 1.5 3 ,.S､Q 0〃

①19101sERABImfTon DOU30A 1 2a875 3 15 1 17.25 1 1ワワ買
上『･と』 75．375

②1808 八丈Ⅲ NAK29A 6 66.5３ ”5 2 16 12 2 16〃

③2027 MAGICIANIV YA3()A 17.25 ３ 15 56.252 24 1 (）D,S.Q〃

1814 陽焔Ⅱ GS30B 9 135 4 14 3 15 54．5 4126〃

54.516 6 ５2004 NIMBUS-2 DOU30A 9 9 2 1210 12〃

SPIRITOFBARON 611 11 7 471718 IMP30A 18 7 11 7６〃

5 16.5165 8 132024 IBIZA YAMA30 ７ 11 10〃

慎記郎 38．51743 NOL30A D.N.F. 9 14 8
1行

人．ひ 4 14 ９ 4〃

型匿
1句

10
1，

10 ５
ヘハF

,j0．01897 TORNADO-I 11 10.5 5 9GS30B 10 8〃

7
n句

,j、1 11 101801 RANGERTOO GS30A 4 21 ，.N・FD.S.Q (）〃

30．5TACHYON 13 1 ９ 11GM30A 13
再F

／，｡ 5 91311 ,.N･I〃

DOU30ALo%:｡"』15 126 1 291945 FESTA 12 11 ７ 、.N･F〃

10 25 139 1 8がめらZ VAV28A 12 13 5 ,.N･S2011〃

25 14ANDEVE NOL30A 6 8 10 1 10 81619 14 ,.N,F〃

151 24GUERILLA PASTB 8 15 10 8 ,.N,S1707 、.S,Q 0〃

166 12.5，.N･F 1 12PussYcATsm NOL30A 1．5 14 41702 ､.N･F〃

4-5
1弓

lイ1 1秋月 NOL30A 1 ､.N､S1.5 ，.N･S1831 ,.N･S ,.N・S〃

①165 ２ 14 55.5５ 11 2 141769 CHACHA ECUMD 5*Ton

②475 11N240D 6 1E
LJ 7 9 4 122018 MISTY〃

③6６ 10 46N240B 1021 3 131974 AIA 2〃

45.5５ 11 6 10 I
DECUMD 9 105 2 14EBBTIDE1822〃

DOU26B&0%&"|15 ９ 1 15.25 42.25 513 ３ ７1978 SERENDIPTY〃

69 396 10 7ECUMD 12 41671 YuKIm 4 18〃

20j"'15.25 ７3 13 38.25翻車魚IⅡ F727B 10 9 11936〃

’4

20％Pena

l~百一
12

、rーrー

〉0．0 ８
’
９

10 4
1，

止乙1頁
ユ■』VIND-TOO F727C1953 ，.N･F 6〃

NAK26AJ｡%#"｡ 13 3513 ３15 11975 AKATONBO 18〃

へ

５ 9 31 10７竜馬 12 ５ 11DOU26A 8 111788〃

29.56 14 2 118 81909 BILLYTHEKID N240A ７ 135 10〃

1226.5７ 12 4ECUMD 8 9TRACER l］ 7.51773 8〃

19.5 1313 8 89 ３BUNBUNU N260B 1.5 ７1726 、.N･F〃

19．55 141 11ECUMD 1.5 4 12ESMERALDA 、.N･F ，.N・F1752〃

1貝
1J 6.5 1514 2 11.5 14もじゃもじゃさん KQ25A 21951 、.N･F〃

取っていてマークには接触しなかったことを確認でき

る位置にいなかったことを考えると，あれだけのリー

ドがあればマークを回り直しても十分トップの位置は

推持出来たはずで，結果的にトップでフィニッシュし

てもSERABIⅢに総合優勝をされたとは言え，最後

のレースに失格といういやな思いをすることはなかっ

たと思う。

しかし，従来マークタッチをした艇の艇長を呼んで

lマークでマークタッチをしそのまま帆走したこと

が判明しD.S.Q.。その結果八丈Ⅲにも総合で負けて

しまい3位となってしまった。マークタッチの審問の

時に小松艇長はミマークぎりぎりを通ったのでクルー

に聞いたところさわっていないということでそのまま

行ってしまった、とのことであるが,マークボートが回

航の一番良く見える位置（マークより20m程のところ

にいたことも本人は知っており，又同じ側でヘルムを

(5）
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聞くと，自艇の廻航状態を良く覚えていない人が多い

が，オリンピックで日本ヨット史上初の10位を取った

トップレーサーの小松君だけあり，自艇の廻航状態を

良く覚えており，又，マークの非常に近くを通過し，

危険な状態にあったことを正直に述べたことに対して

は本当のシーマンの姿を見た気がし，彼に対してかわ

いそうな反面，すがすがしい気持がした。

混戦の%Tonは第1マークをVIND-TOO,YU-

KIm,cHAcHA,MIsTY,sERENDIPTY,

翻車魚Ⅲ,TRACER,BUNBUNI,AIAの順で回

航,AIAが遅れた為,CHACHAとMISTYの競い

の感が強くなった。その後第2上マークでは，翻車魚

Ⅲがトップにおどりで，2位SERENDIPTYとなっ

たがCHACHAは手がたく3位,最後の上りではSE-

RENDIPTYがトップになりそのままフィニッシュ，

CHACHAは翻車魚Ⅲをぬいて2位でフイニッシュし

優勝を決定した。MISTYも5位でフイニツシユして

AIAをぬいて総合2位にかがやいた。

優勝したCHACHAは5.5.2.2.,2位のMIST

Yも6．7．4．5．と各レースの上位艇がケースを起して

いる中で手堅く走ったのが勝利につながったと思われ

る。

参加艇は去年，一昨年と比べると少なくなって来て

いるが，レースの内容は年々シビアーになって来てお

り上位と下位の差がほとんどなくなって来たことはレ

ベルの向上という点でよろこばしいことである。しか

し36艇が参加し内1艇はクルーの都合で全レーススタ

ートせず，実質35艇で4レース延140艇でペナルティ

ーが9件，失格が4件，計13件,延参加艇の9.3%もの

ケースが発生したことは決してほめられたことではな

く，今後ルール講習会等の定期的な開催の必要性を痛

感したことも事実である。

1977年初島レース
帆走委員長野沢進司

4月1日（金）

20：30より出艇申告を受付けたが,21:30を過ぎても

なお20艇ほど申告をしていないので出艇申告の受付

けを10分間延ばし,44艇を受付けた（申込55艇)。

21:40より艇長会議を始め帆走指示害の説明。

22:10解散。

解散後,無線機を搭載している艇に初島灯台をMAGO｡

に確認した時刻を，無線にて三崎ヨットに報告する

ようにお願いした。

22:30レース本部に全員集合。明日の打ち合せ。

4月2日（土）

07：45コミッテイーボート（竜王丸)シーボニア出発。

08:30スタートの位置決まる。

天気晴。風WSW,4m/sec,まずまずの天気

(6）

でコミッテイーほっとする。

スタート時刻クラスⅡ～Ⅳ09:00

クラスV,W,NO9:15

クラスⅡ～Ⅳ14艇オールフェア，クローズ・ホール

ドにて初島を目指す。艇速5～6ノット。

次いでクラスV,W,N;15分遅れでスタート。ス

タート直前陽焔Ⅱ（ポート）のバウがFESTA(ス

タポート）のミジップにつっ込む。陽焔Ⅱ即リタイ

ヤ。FESTA応急修理して初島に向かう。JINW10

分遅れでスタート。

11:00シーボニアより沖を見ると未だレース艇の影

がうすく見える。富士の山頂が顔を出す。

12:30陸上で7～8m/sec.の風が吹き出す。

13:00フィニッシュライン設置。

14:00Nクラスのたかとりがリタイヤ。次々とリタ

イヤの報告がゴミッテイーに入る。風力無く，潮がき

つく，ほとんどの艇が江ノ島沖～小田原沖に流されへ‘

た。リタイヤのほとんどが岸コースを引いていた。＝

14:46梓より無線にて江ノ島沖3マイルにてリタイ

ヤの報告が入る。心配していたFESTAが初島沖に

てリタイヤ（応急修理か所よりの浸水による)。

17:40波勝より入電。17:00初島廻航WSW風力4｡

先行艇GEKKOV,他2艇(HIROI,SERABI

Ⅲ）同行艇CRAZY-BLUZ-D,TILDEⅡスピン

帆走。

17:44VOLANSⅡより入電。廻航はまだ。トップ

艇の情報。スピン上赤，下冑，初島東5．5マイル。

艇名不詳(GEKKOV)

19:25SOLTASより入電。初島廻航18:55｡

19:50トップ艇の航海灯（マスト）見える。後方に

続々と航海灯見えだす。コミッティー緊張する。

20：12：50クラスⅡのGEKKOVファーストホーム。

次いでクラスⅣのトップ竜飛Ⅲ,HIROU,波勝，

クラスVのトップsERABIm,cRAzY-BLuE-

D,TILDEⅡフィニッシュ。コミッティーはテン

テゴ舞い。レース本部にはゴミッテイーボートからへ

の興奮した声が飛び込んでくる。

30分後第2集団,DOZEN-A,八丈Ⅲ,DAKEI,

REDSHARKU,JINVI,クラスⅥのトップPA-

SSAT,MACHERELAETICIA,NIMBUS-2,

RYU0,秒きざみでフィニッシュ。

15分後第三集団,AKATONBO,TRACER,MA-

RTHA,MERLUZAがフィニッシュ。沖合いに艇

の影見えず，コミッテイー小休止。風は完全にNに

なり，風速4m/sec.｡その後はポツリポツリとフィ

ニツシユ。最終艇はNEOPATHOSO4:55

05:30横須賀海上保安部に無事全艇フイニッシュし

た事を伝える。

レース海面状況

スタート時は4m/sec,WSWoしだいに風無くな

り，うねり残る。潮がきつい｡15:00までにリタイヤ
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1977年初島レース成績表 帆走委員長野沢進司

合
位

着
順

修正時
間(秒）

初島
回航

総
順

セール

番号
フイニッシュ
タイム

所要時間 rCFTYPE7ラス順位 艇名
＝＝

ハ

5U【11~L12-m50s20-L12-里50s 0．8283 33438 18Ⅱ～Ⅲ① GEKKOI 1650 1F41a2000

210.7825 35083 81612-27-15RYUO DOU35A 1752 21-27-151687２

2538931 ９0．80312001 1859 23-43-12 24114-43-12SOLTAS T&P38a３

①11-28-28 0.7519 31059 6Ⅳ① DOU33A 20-28-28 21900 竜飛Ⅲ 1704

② 731288
11①1句弓

上上－0人－0ノ 0．7540BW33A 1652HIROU 20-31-37 ３② 1499

③31296 80.75303 20-32-43 11-32-43波勝 41985 W32a 1700

0.7570 31927 4 1511-42-57④ ７N320A 1658 20-42-571555 TILDEU

６ 190．7570 3348912-17-20DOU33B
1句1弓

上／lノ 21-17-20 81987 DOZEN-A5

2012-50-42 0.7530 34820 ７19BW33A 1742 21-50-42MARTHA6 1376

0.7530 44464 1016-24-10 261920 26DAPHNEm N320A 4thOl－24－lO15327

52080 11
Lエ 3119－09-4110.7550294thO4-09-41VOLANSI SEV32A 204014038

飛車角Ⅱ W36a ，．N.F610

PLuMERIAm SEV32A 、｡N・F1257今

，．N・FGRA34A 1745ZEPHYR2007

①①0.7258 29669ll－21-1920-36-19V① DOU30A 1700 5SERABII1910

②297480．7258 211-23-076② BW30C 1657 20-38-07CRAZY-BLUED1690

93159512-05-32 0.72589 6NAK29A 1721 21-20-32③ 八丈Ⅲ1808

0．7248 3166212-08-05 ７ 1021-23-05 11DOU30A 1732④ REDSHARKU1816

80.7226 31700 1112-11-101732 21-26-10 14DOU30A⑤ MACHERELAETICIA1879

931737 1212-10-55 0．7237PASTB 1730 21-25-55 121624 IINVI6

31829 130.7290 1012－07－4210GS30B 1735 21-22-421868 DAKEI7

31884 140.7258 1112-12-1021-27-10 151730NIMBUS-2 DOU30A20048

1句

.Lイ0.7258 33317 1QLJ12-45-0522－00－05NAK30B 1745 20MERLUZA18669

36573 14 220.722614-03-3422VAC28A 1815 23-18-34がめらZ201110

ワq
色U37248 150．725814-15-2023GS30B 1815 23-30-20TORNADO－Ⅱ189711

3051357 2019-40-57 0.7248lthO4-55-57 312115Y28aNEOPATHOS1199
1n

l乙

，．N、F梓 CHN30A1567

D.N・FNOL30A慎記郎1743

、．N・FGS30BTSURUGI1802

[)．N、FDOU30AFESTA1945

へ 、．N，FN300BSERIOLA1967

，．N・FC&C30ASEKITOI1997

D．N.SGS30B陽焔Ⅱ1814

③ ３304460．684312-21-3321-26-33 131730F727BⅥ① PASSAT1855

40．6843 30701 412-27-451735 21-42-45 17NAK26AAKATONBO1975(2)

30803 5 ５12-30-15 0.684321-45-15 18ECUMD 1735⑥ TRACER1773

1613-08-40 0.6831 32324
1o
上ム22-23-40 21OCN22B 1735LOTUSJI14634

24383150．6843 1615-33-12254thOO-48-l21900BUNBUNI N260B1726５

270．6831 45043 1718-19-00
Oワ
ムイ2035 4thO3-34-00KQ25a1951 もじゃもじゃさん6

2816176 1818-44-40 0.6843284thO3-59-40OCN25A 2023ARIADNEI1723７

19 ワQ合』18-55-07 0.6831 465232030 4thO4-10-07 30WHITEMINX N260A18218

､．N･FREV23ASHARKI1393 二

1745 ，．N･FN240DMISTY2018

伴走

，．N，IW31aNORC-N たかとりllOl

（7）
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7艇。14:30～15:00風吹き出す。その後8～10m/

SeC.o初島付近では風とうねりのため，半数がスピン

上らず(SERIOLA初島沖でデスマスト)。その後風

Nに回わる。後続艇は初島廻航後真上りになり遅れた

ようだ。

剣崎を通過する頃から，風はやや弱まり6～8mと

なったが，時おり吹〈ブローがゼノアとフルメインで

頑張る各艇をおそい，クラスⅥの参加艇には，かなり

厳しいレースとなった。

観音崎をかわしてからは，コース330.の片のぼりと

なり以後大きな順位の変更はなく，磯子沖のフィニッ

シユラインに向かった。横須賀沖にてトップを競り合っ

ていたALEXANDRAⅦが，ジブセールを破損して脱

落し,MARTHAの単独トップとなった。

14時49分に,MARTHAが1位でフイニッシュ，以

下ALEXANDRAM,八丈m,MERLuzA,がめら

Zとフイニッシュし，16時57分には全艇がフイニッシ

ュしレースを終了した。修正タイムでは,IORクラス

で八丈Ⅲ，簡易レーティングクラスではKAKIKUKE

KOが各々優勝し，横浜カップを取得した。

なお，2月13uに参加24艇にて行なわれた第4回東

京湾レース(横浜～あしか島～横浜)は，前々日とはうへ

って変わり，初夏を想わす陽光と超微風下のレース展

開となり，小兵PASSATがダントツで健闘したが，

ついに終日良い風には恵まれず，残念ながら全艇タイ

ムリミットとなった。

同I=118時より，恒例の表彰式とパーティーが開催さ

横浜カップレース
帆走委員長鈴木正次

本年度の関東支部における幕明けのレースとして，

横浜フリート主催の第2回横浜カップレースが2月11

日に小網代～横浜間のコースで行なわれた。

前日，東日本一円を銀世界に変えた低気圧は洋上に

去ったものの，なお強力な寒気団はどっしりと根を下

ろし，レース当日は北北東8～9mとレース参加者に

とっては身体の芯まで凍りつくような寒風下のレース

となった。

9時30分参加17艇が小網代沖をスタート。城ケ島まで

は各艇とも追手の風を受け，スピンを展開したが，城

ケ島廻航後はのぼりのコースとなり,ALEXANDRA

Ⅶが沖コース,MARTHA,八丈Ⅲ,PASSAT等が中

間コースをとり，上位グループを形成した。

ノ

第2回横浜カップレース成績表 帆走委員長鈴木正次

，岡|蕪一
IORクラス

V@|]80

’ ’
ル
号

修正時間
_－1秒）

フィニッシュ

タイム
艇 名 着順 所要時間TYPlp TCF

IORクラス

14｣L59:20s 5｣L29220sV① 1808 八丈Ⅲ NAK29A ３ 0.7258 14341

Ⅳ② 1376 MARTHA BW33A 14-49-30 5－19－301 0.7530 14435

Ⅵ③ 1671 YuKIm ECUMD 15-23-01 8 5-53-01 0.6843 14494

V4 1866 MERLUZA NAK30B 15-09-31 5-39-314 0.7258 14785

Ⅵ5 1855 PASSA1 F727B 15-32-48 9 6－02－48 0.6843 14895

Ⅵ6 1951 もじやもじやさん|KQ25a 15-34-08 6－04－08 1492410 0.6831

V7 2011 がめらZ VAC28A 15-14-58 ５ 5－44－58 0.7226 14956

Ⅵ8 1585 もじゃもじゃ KQ24A へ15-38-20 11 6-08-20 0.6819 15069

V9 1814 陽焔Ⅱ GS30B 15-19-19 5-49-19７ 0．7258 15212

W10 1821 WHITEMINX N260A 16-14-38
可戸

10 6－44－38 0.6831 ４
７
８
７
５
５
６
７
１
１Vll 1997 SEKITOD C&C30A 16-13-38 14 6－43－38 0.7258

V 1460 SEA-STY PIONA D.N・S

V 1801 RANGERTO0 GS3()A D.N.S

GIV 1802 TSURUGI ，．N・SGS30B

伴走 1924 ｢.IBERTY-V DOU30A 15-49-19 6-15-19

簡易レーテイングクラス

① KAKIKUKEKO 15-16-45 ６ 5-46-45

② 2016 ALEXANDRAW GRA34A 14-54-35 2 5-24-35

③ CHINAMII 16－03－26 6-33-2613

1444 BELLATRIX SK31A 15-51－43 12 6－21－43

くるんぱ346 SK25A 16-57-43 16 7-27-43

，．N、S、はくたか BW21A

(8）
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第4回春季竹生レース成績表
1977年3月19～20H帆走委員長山添素雄

れ，なごやかな雰囲気の中で，飲みかつ語らい，フリ

ート対抗歌合戦まで飛び出し，フリート間相互の親睦

を深めるという所期の目的も果たし，横浜フリート主

催の行事は無事終了した。

恥
１
／
に
肺
皿

公
心
Ⅱ
Ｉ

；セーノL

No‘

クラス

順
修正秒艇格着順

占
叩
日
守

〃

夕

４

リ

ー

千 戸F

1しr

遵風、7243

めるへん、7352

CARINON.7216

HYOTTOKO2．7384

銀河、7344

楽浪・6778

NEROⅧ．7246

ZORO．6945

HAYATEⅢ、7369

TANGUERAU.7234

CASSIOPEIA、7336

寿限無、70()6

風小僧、7004

PATRIARCH、6992

MARISOLEハ『、7O09

うみつばめ．6721

YOUI.7019

SPIRnofB．6776

確
一
崎
一
Ｍ
｜
姉
一
螂
一
田
一
蝿
一
醜
一
岼
一
蝿
一
岫
一
鴎
一
恥
一
味
一
時
一
鴎

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
皿
一
胆
一
Ｂ
ｌ
ｕ
｜
巧
一
略

卿
一
睡
一
睡
一
睡
一
独
一
睡
一
応
一
厩
一
眠
一
唾
一
醗
一
唖
一
哩
一
唾
一
皿
一
砂
一
恥
一
吋

八
Ｕ
（
Ｕ
１
上
、
６
（
ろ
２
「
１
１
１
４
【
ｊ
一
Ｊ
へ
び
へ
Ｊ
ハ
リ
？
］
８
．
、

恥
哩
郵
唖
唖
馴
畷
却
繩
、
鯉
細
壺
皿
遥
皿
岬
砿

り
り
ｑ
″
ｑ
″
７
９
９
７
９
７
勺
．
７
７
１
９
？
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謁
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詔
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諏
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４
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２
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６
ｌ
ｌ
５
ｌ
ｌ
１
ｌ
８
ｌ
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一
哩
一
巧
一
９
｜
Ⅲ
一
喝
一
一
略
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謁
一
弘
一
別
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一
蝶
一
別
一
謁
一
媚
一
妬
一
“
｜
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頁
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二
印
一
娼
一
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1977年熊野レース
(幡豆→紀伊大島→幟豆125M)帆走委員長都築勝利

ス
Ⅵ
１
２

ラ
Ｗ
Ｖ
ク
ト
ー
２
３
４
５
６

一
フク
ス
セール

No．
＊公△
小じ、口修正時間艇名 TCF

魁
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ｌ
ｌ
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Ｄ
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鴫
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略
肥
肥
一
昭
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RAINBOWI
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MEERU

JUSTI
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Ⅲ
｜
Ⅳ
｜
Ｖ
｜
Ⅳ
｜
Ｖ
｜
Ⅵ
｜
Ｖ
｜
Ⅵ
｜
Ⅵ
ｌ
Ｓ
ｌ
Ｓ
ｌ
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一
榊
一
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一
副
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蹴
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唖
一
泗
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１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
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ｌ
４
ｌ
８
ｌ
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二
１
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脚
一
睡
一
唖
一
脚
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睡
一
睡
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脚
一
沁
一
“
一
画
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諸磯フリート主催相模湾沿岸レース成績表帆走委員長山口正1977年3H7H

修正時間
（秒）

クラス

順位

セール

番号
フィニ

タイ

ンユ

ム
所要I1キ間 I、CP艇 名 者順TYPE
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船の 、

象協会 宮内駿一

10

10

51.2.19.2151.2.19.21

図1（ィ）

図2

図1（口）

図1（ハ）
ここ‐‐‐く-=_乙一 呈 2.19.121

－

寒冷前線が通ると，風は南から北に変り突風が吹<

から小船の事故が起き易いと言われている。しかし実

際に事故の起きた位置を天気図上に記入してみると，

寒冷前線付近よりも前線が通った後で前線から離れた

所が多くなっている。この原因は低気圧の構造である。

低気圧の中心の軸は傾いている。

低気圧の中心は上層に行くにつれて北西の方にずれ

る。図1(f)は昭和51年2月19B21時の地上天気図であ

る。低気圧は986MBでカムチャッカの南にあって，寒

冷前線が中心から南西の方向に延びている。この状態

を上層1500m(850MB)の天気図で見ると図1(ﾛ)の様

になる。低気圧は地上天気図とほぼ同じ位置のカムチ

ャッカ南部に在って前線は低気圧から南西に延びてい

る。風の吹き方を見ると前線の通った後の北日本は北

西風が20KTから30KT位吹いている。ここで注目すべ

(10)

き点は前線通過直後の北日本よりも沿海州の方が強く，

40KTから50KT位吹いており前線から遠く離れた所が

強くなっていることである。図lしりは上層5500m(500

MB)の天気図である。この図は地上や850MBと著

しく異っている。低気圧の中心はカムチャッカの南に

なくて，ずっと北西側のサハリン北部にある。つまり

1000KM位北西側にずれているので風の吹きが下層と

は異っている。千島から北日本付近は南西風が50KT

から100KTぐらい吹いており，沿海州方面は北西風が

50KT～70KT位吹いている。北日本の850MBの風は北

西であり,500MBの風は南西で上層と下層の風向は異

っている。しかし沿海州方面では850MBと500MBは

同じ北西風で上層と下層の風向は一致している。この

風向のちがいと一致が前線の風の吹き方を変えるので

ある。

一二

二一
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位置は前線から離れている。

上層と下層がずれるわけ

この原因は気温である。図lの(ﾛ)とﾚｳを見ると上層

の寒気は沿海州の北部に在って850MBはマイナス36度，

500MBはマイナス51度である。そして500MBでは低

気圧の中心と寒気の中心は一致している。上層の気圧

は地上より低くなるが気温が低いと空気の密度が大き

くなるので上層に行くにつれて気圧の下る割合は気温

の低い所の方が大きい。それで寒気の中心は上層では

低気圧となってしまう。一般に低気圧の中心は上層に

行くにつれて寒気側にずれるのである。このずれるは

ばの割合は一定でなくその時々で広くなったり狭くな

ったりする。

尚,500MBの上層では前線は無くなって気圧の谷

になる。

（編集部注）宮内駿一著には「海の気象教室」「天気

図を生かす法」共に海文堂刊があります。

上層と下層で低気圧（気圧の谷）の通過時がちがう。

図2は低気圧の中心付近からやや南側の東西方向の

断面図である。地上付近では前線が近づくと気圧は下

り，これが通りすぎると上る。そして気圧が下りつつ

ある時は南風で，気圧が上り出すと北風に変っている。

風力は気圧が下りつつある時は南風が次第に強くなり，

気圧が下り切って上り始めると北風に変るが弱い。そ

してしばらくしてから強い北風が吹き出す。この時急

に北風が強く吹いて事故が起き易いがこの位置は前線

から離れている。何故この様に吹<かと言うと，上層

の気圧の谷が遅れて通過するためである。500MBの

上層風は気圧の谷の中心を狭んで東側は南風，西側は

北風が強く吹いている。それで図中の斜線をほどこし

た部分で上層は南風，下層は北風となっているので上

層と下層は風向が異るので下層の北風は弱い。しかし

上層の気圧の谷が通りすぎると上層と下層の風向は一

へ致するのでここで地上の北風は強く吹<が，吹き出す

芦證＝､基、ニー軍詫奉琴亨汰

i f|857NARUMIYA-MARUヤマハ308.97×7．00

×3.02×1．58北島房之助，小戸ヨットハーバー／艇名

の由来：経営して居る会社の屋号です。社員の厚生施設

としてスポーツを通じて親睦を計る事を目的としていま

すので会社の名前をそのま、つけています／顔ぶれ：主

に西南学院大学ヨット部のOBです。

’912アカデミーIIPION-A8.98×7.1×2.93×

1.72羽生典生，走水。

|919BENGALIIIなかよし308.80×7.16×2．92

X1.62吉田晋，西宮／艇名の由来：インド・ベンガ

ル地方に接む檸砧な虎の如く，強くてたくましいと云う

意味でベンガルと命名した。又オーナーをはじめクルー

の顔つきが日本人ばなれしている点も，ベンガルにピッ

タリとの評もある／抱負：レースに積極的に参加をする

予定／顔ぶれ：伊丹市役所勤務のメンバーで構成してい

るが若干潮っ気に欠けるきらいがありレース向きの顔作

りからはじめなければならない。

|933HATCHERFB-308.97×7.19×2.99×1．

72小田原昭夫，小網代／顔ぶれ：慶応クルージング・

クラブOB･

’962かんおけ7.27×6.30×2.51×1．40山田東吾，

サントピア／艇名の由来：クルー日<，「人名の艇に事

故が多いと誰かが書いてる。しかもトーゴ4世と重なっ

ては｡」オーナー独白，「俺,今年数えで42才,本厄年,いっ

そのこと入るべき所に入ってみるか./」／抱負:現在，

Ⅱ1世（ピーターソン37）建造中ですが，本艇は，その艇

とペアーを組むつもりです。従って，私艦隊を所有する

ので並の艇長ではなく提督となります。そう今後トーゴ

ー提督と呼んでいただきたいのです／顔ぶれ：追手門大

学OB,寺山，徳田，坪田。岐阜歯科大生，林，小出等。

現在募集中です。

炉
八
Ｊ
い
あ
子
守
よ
毎
い
み
多
い
凸
多
い
み
が
い
凸
が
い
酬
謬

新登録艇の紹介；
f

＃

セールNo.名，帆装，全長×水線長×巾×リ
ヌ

炮水，オーナー名，フリート，その他の順＃
；
陥

挫雰唾墓も墓や＝も＝詮霊萢澤、莞唾澆、皇毛茎承呈奄夢、声唾蓋や再唾霊軍塞軍汽､墓、＝、墓、＝恐塞守皇延工

||40RANGERパイオニア10宮|崎雄幸，泉洲谷川

港／艇名の由来：前オーナーがレンジャー隊員だったこ

とから／抱負：レース技術もさることながらたくましい

Seamanの養成／顔ぶれ：クルー辻利幸，正木サトル，

浜野憲一，吉田，以上4名，ホビーキャットのライザー。

吉村元一，吉村化学研究所オーナー。高校生クルー2名，

唯今養成中→中島君／要望：紀井水道を中心とした，50

Mile程度のレースが少ないので，今后その方面に集中

力を〃o

|418MissNihonkaill(ミス・日本海II)SS

へ-3811.65m×8.7×3.55×1.92石坂登一郎，吉川

公一，田辺忠弘，轤沢直孝，坂田一憲，松村昌明，福島

俊男，西方正行，大野豊，三井田孝，佐藤俊男，他（共

同）柏崎港／艇名の由来：日本海をホームグランドとし，

名実共に日本海の女王として活躍したいから／抱負：ナ

ホトカへ行って来たい。（現在ソビエト政府がヨットで

の入国を認めてくれないため実現出来ず）日本海横断レ

ースの開催,NORC日本海支部の設置／顔ぶれ：各方

面の専門家（業者）が20数名集まっているので，あらゆ

る困難を乗り越えて行くことが出来る/NORCへの要

望：日本海|!1llではNORCへ入会してもメリットが少ない。

クルーザーを所有した人がすべて入会出来る（したくな

るような）組織にして欲しい。関東支部所属とされてい

るが，会費要員だけみたいなのでなんとかして欲しい。

’652潮路-SUNFARR7277.27×5.974×2,532

><1.42池田裕之江の島。

(11)
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財務委員会 ■

NORCの51年度決算完了。資産変更の登記終了する。(第

24号総会終了記事関連）

昭和52年度の決算総会は異例であったことは:$OFFSHO

RE''第24号で大儀見專務理事が指摘した通りであったが，

その事後処理として，総会で審議を理事会に付託された一

支部の自主的決算が3月12日に確定して本部に報告され，

それに基づいて3月19日第57回理事会を開き承認し，本部

会計監査が適法を認めて決算が実質的に確定した結果3月

24日昭和51年度資産総額の登記変更を無事終了した。

当財務小委員会は今後かかる事態の起きないよう，また

NORCの財務の有り方の再検討する必要を認めて6月中に

各支部財務委員の全体会議を行なう予定でおります。是非，

各ｲll当のご協力を期待しています。名和幸夫

通信委員会 ■

通信委員会は，さる3月28日，第2回オペレータ会議を

開催抄録の記入及び電監への提出方法，艇を売買する際

の電波法における無線機の取り扱い，無線便覧の活用，ヨ

ット無線の今後の動向等について話し合いが行われました。

なお手違いで一部の方に3／28を3／26と通知し多大の

ご迷惑をおかけ致しましたことを深くおわび致します。

レース委員会 ■

本部・関東支部合同レース委員会

第3回本部・関東支部合同レース委員会が3月24日（木）

船舶振興ビル会議室において開催され,周東委仙長より｢19

77年度の外洋レースに適用されるレーテイング／修正時間

係数／エージ・アローワンス／安全規則（別記1.参照)｣及

び「外洋レース規則の一部改正案一レース／ルール両委

員会共同提案（別記2.参照)」，並びに藤井・児玉両委員よ

り「1976年レース、書」について報告があり，全員了承。

又帆走委員長代理吉田昭氏より「諸磯フリート主催沿岸レ

ース（％)」について報告があり，次いで審議に入り下記事

項が決定した。

記

1.簡跡レーティング・ルール

NORC-Nレーテイングによる本部・関東支部における

レースの実績及び関東以外の各支部レースにおける普及の

実態等を考慮し,NORC-NRULEの再検討及び計測が容

易であり，かつ，より公平な簡易レーティング・ルールの

研究を技術・計測委員会に委託する。

Ⅱ、単艇出場艇の取扱い

正式なレース参加資格を有するNORC-Nレーティング

・クラスの艇は，同クラスの出場艇が1隻の場合でも，

正式な出場艇として取扱い，所要時間・修正時間等を記

録 する。以上

(12）

別記1.

1977年度の外洋レースに適用されるレーテイング／修

正時間係数／エージ・アローワンス／安全規則

I・レーティング

，特別レース・本部レース（但し，

｜'伽…"-‘鳥羽パール・レースを除く｡)及び

レベルレース

'噌琴部ﾚーｽ及び鳥羽パーﾙ}胤聡稚催
Ⅱ．修正時間係数

1本部レース（但し，鳥羽パール.IT.M.F.
レースを除く｡)1

2関東支部ﾚーｽ及び鳥羽パーﾙITcE
レース

Ⅲ、エージ・アローワンス

1建造年に従ってT・M,F./T,C.F・は次のように修正

さ れる｡へ

建造年 修正T､M､F,／T､C･F

A 1960年以前 T､M､F､／T､C､F､x0．97(）

B 1961～1970年 T・MF.／T､C､F､x0．985

2－上記エージ・アローワンスは大幅な改造を行なったヨッ

トについては適用されない。

3.改造によるエージ・アローワンスの適用・不適用につ

いてはレース委員会が決定する。

4.同一設計標準型船体を有するヨットの建造年は同型1

号艇の建造年とする。

5.エージ・アローワンスの適用を希望するヨットのオー

ナーは設計者並びに造船所の証明書をレース委員会に

提出し，エージ・アローワンス適用の申請をしなけれ

ばならない。

（注)IoRMARK-m-Aによるレーテイングの算出が可

能になった場合には，旧型のヨットにはIORMARK-

m-Aを適用し，かつ，上記エージ・アローワンスを

変更する。その実施期間etc，についてはあらためて
へ

CCOFFSHORE''に公示する。

Ⅳ、安全規則

1.1978年Q.トン・プレ世界選手権，全日本選手権兼日本

代表第1次選考レース

1977年-0.R.C.SpecialRequlations及び

GreenBook

2.ハワイ・東京レース実施要領参照。

3.上記特別レース以外の本部・関東支部レース及びレベ

ルレース・スプリングシリーズ

1975年-N.O.R.C.安全規則

㈱1977年-O.R.C.SpecialRequlationsではコックピ

ット排水口の大きさetc、に関する規定が変更されて

いるため，特別レースを除く，その他のレースにおい

ては改造に要する期間etc・を考慮し,1975-N.0.R.C.

安全規則を1ヶ年間延長適用する。

以上
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別記2

改正案

第3条クラス別分類

1．

（但書）

出艇申告艇の数が1クラス1艇

のみの場合には，上記分類の2ク

ラス以上を単一のクラスとするこ

とがある。

第5条

2．削除

2－出艇料は出場しなかった場

合でも返還されない。

3．出艇申告は所定の申告書に

必要事項を記入の上，参加料を添

えてこれを艇長会議迄に提出しな

ければならない。但し，その後乗

組員に変更があった場合はスター

i15分前迄に文書を以って帆走委

員会に届けなければならない。

4．参加料は，別に定める場合

を除き，参加する全乗組員を対象

とし．出場しなかった場合でも返とし，出場l

還されない。 参加料を払った乗組

員が交代する場合には，新たに参

加した乗組員についてはこれを徴

収しない。

5．現行通り

第6条順位決定及び賞

4．レース艇に授与される賞は

各クラス毎に出艇申告艇の数に応

じ，予めレース委員会において別

に定める基準によりその数を決定

し，帆走指示書に明示するc

OFFSHORE

NORC外洋レース規則改正案

現 行

第3条クラス別分類

1．

（但書）

出場艇数が3艇未満の場合には

上記分類の2クラス以上を単一の

クラス（3艇以上）とすることが

できる。

第5条

2．申込期日に遅れた場合には，

第1回艇長会議迄に出艇料と遅延

料を添え

れる。

て申込めば出場が認めら

且_二出艇料及_U遅延魁は出場L

なかった場合でも返還されない。

4．出艇申告は所定の申告書に

必要事項を記入の上，参加料を添

えてこれを第2回艇長会議（艇長

会議が1回しかもたれない場合に

はその時）迄に提出しなければな

らない。但し，その後乗組員に変

更があった場合はスタート10分前

迄に文書を以って帆走委員会に届

けなければならない。

5．参加料は参加する全乗組員

を対象とする。但し，出場しなか

った場合には返還される。

6．レースを中止した場合，参

加料及び出艇料は，その時迄にレ

ース運営に要した費用を差引いた

後，各オーナーに返還される。

第6条順位決定及び賞

4．レース成績により各クラス

毎に出場艇数に応じて以下のと_童

り賞が授与される。

出場艇数3～4,5~6,7～10,11~15,16~20,21~25

賞の数123456

第25号

理 由二
lクラス2艇でもレースは成立する

こととする。大型艇，特にクラスI

にはこの様なことが多い｡l艇のみ

のときは2グラス以上にまとめるか，

又は総合成績のみとする。

51.12.18の理事会に於てレース委

員会より提案され承認済。

（遅延料による追加の申込みは認め

ない｡）

同_t

51．12．18の理事会に於てレース委

員会より提案され承認済。

（艇長会議は1回のみとする｡）

スタート10分前は予告信号旗掲揚等

で本部船上は多忙となるので15分前

迄とする。

レース委員会よりの要望-'1f務の

簡素化のため一に基づき参加料は

返運しないこととする。

第5条2．を削除したため3以下の

各項が順次繰上がり，6は5となるc

賞の数はレース委員会において出艇

申告艇の数に応じ予め基準を設け，

その内規によることとする。1クラ

ス2艇でもレースは成立し，賞を出

す。

(注）尚，本改正案は次回の理事会において提案され，理事会の議決をもって有効となる。

（13）
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(港)です。広大な敷地を利用して一大ヨット基地にす

べ〈なるべく大風呂敷を広げ,クラブハウスは300坪×3

階で900坪で1階を艇庫機械室,2階事務所会議室食堂，

3階宿泊室と海洋教室としましたが県の担当者に値切

られて1階300坪2階と3階はそれぞれ150坪となりま

した。

さて建築資金約’億円を捻出することです。幸い津

市は競艇場がありますので，津市長と同道して船舶振

興会へ補助金をもらいに行き，約80％の補助金を頂く

ことになり残金を県市折半で負担し，鹿島建設に建築

してもらいました。防波堤の型で大変もめましたが，

結局県港湾課の案に押切られ下図の様になりました。

津ヨットハーバー建設顛末記
加藤蔵男

この文は今後ヨットハーバーを建設又は計画されて

いる方々に，小生の失敗等を交え多少なりとも参考に

なり，又，全国各地につぎつぎ立派なヨットハーハー

の誕生することを願いつつ筆をとります。

標題のヨットハーバーは三重国体の会場として建設

されました。三重県にはヨット専用港がなく，四日市，

白子，鳥羽等に港の片隅に漁業会に遠慮しっ、利用し

ておりました。昭和45年頃県を挙げて三重国体誘致に

本格的に乗り出し，国体誘致委員会が発足しました。

小生もヨット部門として参画することになり，各方面

に積極的に働きかけると同時に県内各市町村にも会場

引受方交渉が始まりました。比較的簡単に引受けられた

のは体育館等を利用出来る種目例えば柔道，相撲，卓

球，バレー，バスケット等です。主会場の陸上と水泳

会場は設備も大変ですが，陸上は伊勢市，水泳は四日

市市が引受けました。さて問題のヨットですが，当時

三重県ヨット連盟は即四日市ヨット連盟の様なもので，

殆んどの選手が四日市附近出身者及鈴鹿市の本田技研

の選手でしたので，当然四日市附近を希望しました。

然し適当なレース海面が取れず，致し方なく南へ南へ

と適地を探しに歩きました。適当な陸地と背後に宿泊

施設も考えて．.…・・その当時津市の競艇場移転の計画

があることを知り，早速現地を調べました結果広いレ

ース海面と約8000坪(26400m2)の土地(国有地)があり

ました。その土地を県の土木事務所(国有地を管理す

る役所）より津市が借受けていること，水道，電気も

引込んであること等いろいろ便利に利用出来そうでし

たので，国体誘致事務局と相談の上，津市長にヨット

会場として競艇場の施設を移転後譲り受けたいと申入

れました。然し津市としてはヨット事情に暗く引受け

れば相当の市費の出費もせねばならぬのであまりよい

返事はもらえませんでした。その後再三，県の事務局

と同行して市長にヨット競技の素晴しさを説き，津市

の名所としてふさわしいものであること，又当市を訪

問された方々に自慢出来る施設であることなどを説明

して交渉すること数ケ月の末やっと承諾してもらいま

した。

さてヨットハーバー作りの始まりです。小生として

はヨットの練習には人手を借りずに水面へヨットを浮

かせ，練習後疲れた体でも1人で艇を始末出来る様に

ゆるやかなスロープと艇庫それをつなげる舗装路面を

要求しました。勝つためには先ず選手強化をしなくて

はなりません。強化には乗艇出来る時間のある人は1人

で行っても艇に乗れる様にしなくてはなりません。そ

の結果競艇場の切符売場を艇庫にし防波堤のない開放

水面に向って巾5m長さ約40mのスロープを作っても

らいました(暫定予算で)。さてクラブハウスとポンド

工法は直径lmの鉄パイプ

を打込んで作りました。工

費は1m約100万円です。

鉄パイプの防錆には亜鉛を

海中につり下げ，電流を通

しています。防波堤の外側

にはテトラポットを入れま

した。港内水面も江ノ島と

、ィ司宇F今､〉
LL

一

／

ザ
一
（

し

引

i

l

駐車場

同じ位にしました。水深-3mとし，大型クルーザー

でも入れる様にしました。係留についてはシーボニア

と同じ桟橋を作りましたが，設置直後熱帯性低気圧に

襲われ一夜にしてバラバラにこわれてしまいました(ウ

ネリが入ったため)｡防波堤の構造に欠陥がある。県の

港湾関係者は大型港湾の感覚で考えるため港内波50cm

としたことによると考えられる。当方の主張は（台風

時でも）鏡の様な水面がほしい。せめて10cm位であれ

ば桟橋もこわれず，係留クルーザーも安全であったと

思います。現在県と市に交渉して波止め（ウネリ止め）

防波堤300mを作る様に交渉中です。約3億円かかるの

で，県市とも困っています。折角生んだ子供が半身不

随では困るではないか.ノとハッパをかけています｡53

年度には着工出来そうです。上下架用のクレーンも，

5屯の蒲郡と同程度のものを要求して昨年末に出来

ました。そして広大な敷地と泊地を全国のヨットマンヘ

に開放したいと考えています。さて運営ですが当初は

県，市，ヨット連盟の三者で役員が構成されましたが，

投資金となるとヨット連盟は全く無力です。結局県，

市，船舶振興会等の資金で建設されましたため，利用

料金については投資額に応じた料金設定となりました。

宿泊料金については国民宿舎と同程度，艇の保管料に

ついては全国の私営公営のヨットハーバーの料率を参

考にして中間よりや、安い程度としました。スナイプ

で年間5万円位，30フィートクルーザーで8万円位で

す。我々ヨット関係者としてはなるべく安いに越した

ことはないので極力安くなる様努力した結果が前述の

通りで3年間据置となります。まだまだPR不足で皆

さんに御利用頂く機会に恵まれませんが今後は精々御

来遊又はレース開催など企画下さい。御連絡頂ければ

嬉んで御相談に応じます。

(14）
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3月に入ってからも未だ寒波が残ったが，少しづっ暖か

くなるLI'で，いIろいろな行事が続いた。

●天測勉強会3月5，6日の両日にわたり，本部より山

口常務理事を迎えて，昨年に引続き第2回の勉強会を開催

した。前回に比して参加者は少なかったが，非常に熱心に

会が進められ，十分納得のいくまで質問と説明がくり返さ

れ実のある勉強会となった。

●3月例会3月の9日には3月例会として計測の説明会

と映画の会を開催した。これは本部の計測委員会，海事普

及委員会の協力によるもので，歌田氏を講師に,IORレー

ティングルールについて，安全規則の新しいルールについ

て，計測証書の見方など，やや時間不足気味であったが大

いに参考になった。映画は「73年度アドミラルズカップレ

ヘ－ス」で，大型艇群の迫力あるレース展開は見ごたえのあ

るものであった。

●東海支部総会3月12日に東海支部臨時総会が開催され

た｡(2月19日の定例総会が流会になったため改めて開催）

出席は定足数を上まわり総会は成立し，提出議案（決算報

告，事業報告，修正予算，人事）はすべて承認された。

●熊野レース3月20にはシーズン幕明けの熊野レースが

スタートし,11艇が参加して強風下に熱戦を展開した。成

績は9頁に掲載。

,こ

レースへのお誘い

《油壺フリート主催沿岸レース》

汕壷フリート・キャプテン延滋男

下記により第2回油壺フリート主催沿岸レースを開催致

しますので奮って御参加下さい。

記

本レースはNORC外洋レース規則及びIYRUレース規則

へ並びに帆走指示書の規定に従って行なう。
1日時6月5日（日）

スタート11:00タイム・リミット17:00

Ⅱコース小網代一葉山（反時計廻り）－小網代

Ⅲ参加資格IoRMARK-mまたはNORC-NRULEに

よる有効なレーテイングを所有し,かつ,1975-NORC安

全規則一安全基準カテゴリー第3種以上の安全検査に合格

している艇。

Ⅳ出艇申告・艇長会議

1．日時6月5日（日）08：30～09：30

2，場所シーボニア・キャプテンズ・ルーム

3．必要書類所定の出艇申告書

4．出艇料1艇2,000円

5．参加料1名500円

V賞各クラスの第1位より第3位までの艇にはウィニ

ング・フラッグが授与される。

(15）

VI表彰式；､僻Ⅲは"()FFSHORE''によりお知らせ致し

ます。

〔注〕問合せ先帆走委員長川島正通

’'1毛0467-31-4428

勤務先0468-57-1262

0467－44－2585

帆走委員菊地誠

勤務先0468-57-1262

《江の島～清水レース》

NORC駿河湾支部長塩川孝二

新緑の候，皆様レースにクルージングに今年の,汁l'l1をた

てられ楽しみにしておられることと存じます。

さて，今年のレーススケジュールの'|'に足非|くi氾駿i'I1"

支部iZ催の第Ⅳ回江の島～清水レースをl11えてドさい。こ

のレースを鳥羽パール・レース参加艇のM航レースとして

も楽しいレースにするよう努力致します。

記

本レースはNORC外洋レース規則及びIYRUレース規則

並びに帆走指示書の規定に従って行なう。

1日程7月1511(f)～スタート18:00'

Ⅱコース江の島一清水（95浬）

Ⅲ参加資格IORMARK-ⅢまたはNORC-NRULEに

よる有効なレーテイングを所有し，かつ．1975-NORC

安全規則‐安全基準カテゴリー第3種以上の安全検査に

合格しているIORI～Ⅵ及びNORC-Nクラスの艇。

Ⅳ申込み方法

1，申込み先NORC本部

2，必要書類所定のレース申込み書｡(但し，郵送によ

る場合には所定の申込み書不要｡）

3，出艇料l艇3,000円

4，締切り日7月4日（月)17:00(但し，郵送の場

合には7月2日仕)必着のこと｡）

V出艇申告・艇長会議

1,日時7月15日（金)12:00～13:00～13:30

2，場所江の島ヨット・ハーバー会議室

3，必要書類所定の出艇申告書

4，参加料会員2,000円，非会員5,000円

Ⅵ賞各クラスに優勝杯・その他多数

Ⅶ表彰式詳細は艇長会議においてお知らせ致します。

〔注〕問合せ先帆走委員長塩川孝二

白宅0545-61-4457

勤務先0545－61-4111(内380)

OFFSHORE第25号昭和52年5月15日発行

1部定価100円（郵送料25円）

発行社団法人日本外洋帆走協会
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ナ
密
の
日
も
あ
れ
ば
、

○
零
塁
○
需
昭
祁
窕
年
５
月
晦
日
発
行

シ
ヶ
の
日
も
あ
る
の
で
す
。

光
の
な
か
に
乗
り
出
す
週
末
．
ｒ

風
と
波
を
相
手
に

快
よ
い
汗
を
流
す
。

ヨ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
は
一

蕊
・
辞

ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
の
華
と
い
え
ま
す
。

大
き
な
海
原
に
出
た
と
き

自
然
は
、
わ
た
し
た
ち
の
前
に

そ
威
織
大
な
姿
を
龍
｛
ゞ
種

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

優
し
さ
と
激
し
さ
、
そ
し
て

と
き
に
は
厳
し
さ
を
．
・
・
・

セ
ー
フ
旱
勿
セ
ー
リ
芝
晁

海
存
緬
岬
る
男
の
喜

ヤ
マ
ハ
は
つ
ね
に

海
の
安
全
を
願
っ
て
き
ま
し
た
。

人
と
海
と
の
触
れ
合
い
を

よ
り
安
全
に
と
願
っ
て
き
ま
し
た
。

〃
ｒ
ル
を
守
ろ
う
正
し
い
セ
ー
リ
ン
ク

こ
の
安
全
第
一
の
思
想
は

艇
の
開
発
に
、
安
全
普
及
活
動
に

幅
広
ぐ
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
を
正
し
く
理
解
し
、

安
全
な
セ
ー
リ
ン
グ
を

こ
こ
ろ
が
け
る
人
が

や
わ
亘
説
壁
、

大
き
な
海
の
喜
び
を
見
つ
け
る
。

ヤ
マ
ハ
は
、
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

－-
七

一一

1I 1
罰

1

酢

卑一ザ魁

um=胆囿団邑囿囮回回暉呂回圏回
天ｲ陰・ｨ届品・豈早群．迩向の侭雀貢鳳春

矛

二。


